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高規絡道路が福井都市圏の冬期交通に及ぼす効果
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(1 ) 積雪深分布と道路ネット ワーク











道路、中部縦貫自動車道を含む) と重ね合わせてみたものが図 2 である。これによると、道路密度の
高い都市部は、概して周辺部より積雪が少ない傾向にあることが分かる。











































3 ケースの組み合わせで、表 1 に示すょっに合計12ケースである。
c) Q-V条件









よ誌± 現況 現況 現況 現況+福井外環状 +福井外環状十中部縦貫 +中部縦貫
無積雪時 ケース l ケース 2 ケース 3 ケース 4
V (kmlh) 平均積雪時 ケース 5 ケース 6 ケース 7 ケース 8




(cm) (台/日) (km/h) 
V2 
o - 50 XO.9 XO.7 
50 - 100 XO.8 xO.7 
100 - 200 xO.7 xO.7 
V3 200 - 300 XO.6 XO.7 
Ql Q2 
図 4 Q -V 曲線
Q(台18)
300 - xO.5 xO.7 
注)数値は無積雪時の値(表 3 )を 1 とした場合を表す。
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表 3 Q -V 条件(無積雪時)
QV V1 Q1 V2 Q2 V3 基準交通量
番号 (km/h) (台/日) (km/h) (台/日) (km/h) (台/日)
1 60 38 , 000 30 57 , 500 10 57 , 500 
2 60 12 ,000 30 20 , 000 10 18 , 500 
3 50 12 , 000 25 18 , 000 10 17 , 500 
4 40 12 , 000 20 18 , 000 10 16 , 500 
5 30 11 ,000 15 16 , 50Q 10 16 , 500 
6 50 30 , 000 25 43 , 000 10 43 , 000 
7 50 10 , 000 25 16 , 000 10 15 , 000 
8 40 10 , 000 20 15 ,000 10 14 , 500 
9 60 24 , 000 30 35 , 000 10 35 , 000 
10 40 24 , 000 20 35 , 000 10 30 , 500 
11 50 9 , 000 25 13 ,000 10 13 , 000 
12 40 9 , 000 20 13 , 000 10 13.000 
13 30 9 , 000 15 13 , 000 10 13 , 000 
14 50 10 , 000 50 100 , 000 50 。
15 30 10 , 000 30 100 , 000 30 。
16 50 19 , 500 25 30 , 500 10 30 , 500 
17 20 10 , 000 20 100 , 000 20 。
18 1 10 , 000 1 100 , 000 1 。
19 90 62 , 000 50 82 , 500 10 82 , 500 
20 80 10.000 80 100.000 80 。
注) V 1 自由速度 V3 渋滞速度 Q2 交通容量を表す。
(2) 配分結果
ここでは、 (1) で設定した 1 2 ケースそれぞれの配分結果をもとに考察を行う。今回設定した積雪深
による交通容量低減の割合の妥当性を検証することは、先述のように極めて困難であるので今後の課
題に譲るこ ととして、ここでは無積雪時における混雑度を評価の基準として平均積雪時と豪雪積雪時
における高規格道路の効果を中心に考察を行う 。なお、交通配分の結果は、 表 4 、図 5 に示す とおり
である。
1 ) 福井都市圏全域
①無積雪時(ケース 1-ケース 4 ) 
平均混雑度は0.65前後とあまり変化はみられない。また混雑度 1 以上の道路延長をみると、高規格
道路が導入きれることで若干の混雑緩和がみられる。
②平均積雪時(ケース 5-ケース 8 ) 
平均混雑度は 4 ケースともいずれも 0.85-0.9の聞となり、道路はかなりの混雑が予想きれる。また




平均混雑度は、 ケース 12を除くすべてのケースで 1 を越える。また混雑度 1 以上の道路延長をみる
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